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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値 275 209

件

計画値

件

実績値
単位

計画値

名称

補足

スポーツ教室開催数
スポーツ教室開催数

全国等大会出場者激励件数
全国大会、東海大会出場激励大会数

全国等大会出場者
全国大会、東海大会に出場した人数

単位 人 人
③

計画値

④

名称

補足

２８年度

1
教室

135

1
教室

137

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 文化スポーツ室長　小林　恵太

目
的

概
要

・スポーツ大会等の開催（壮年ソフトボール大会、女性バレーボール大会、市民体力テスト）
・みえスポーツフェスティバルへの選手派遣
・全国大会等出場者激励事業

市民がスポーツに触れ合う機会を提供し、市民の体力の向上健康増進を図るとともに、全国大会等へ出場する選手
等を支援し、スポーツの振興を図る。

２７年度

総コスト 6,354

一般財源 5,764 4,872

1,465 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

受益者負担額 17

⑤
事
業
の
評
価

総合判定

今年度より新たにニュースポーツ大会を開催することで、これまでの既存事業に加え、より気軽に参加でき
るスポーツの機会を増やし、市民の生きがいづくりと心身の健全な育成を図ることができた。
全国大会及び東海大会へ出場された市民に対し、激励金及び旅費補助金を支給することにより、スポーツ
の振興及び競技力の向上を図ることができた。

Ｂ
まずまず進んだ

新規開催したニュースポーツ大会は世代を問わず参加できるものの参加者が少ない状況であるため、既存大会も併せて
参加者の増加について働きかける必要がある。
また、全国大会等出場激励事業については、制度の目的、対象者、対象の大会、助成額等について、他市町の状況やス
ポーツ関係団体等関係者の意向を把握したうえで、制度の改善を図る必要がある。

各種スポーツ大会への市民参加の促進に向け、大会の周知PRに努め、総合型地域スポーツクラブや各種スポーツ団
体、スポーツ推進委員と連携調整を図り、スポーツの普及に努める。
全国大会等出場激励事業については、スポーツ関連団体や、スポーツ推進審議会の意見を聴取しながら制度の改善の
方向性について検討を行う。
事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額 0 0
総人件費 1,465

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
スポーツ大会等の開催‥（）は参加者数
　・壮年ソフトボール大会（334人）　　・ニュースポーツ大会（23人）
　・女性バレーボール大会（131人）
　・市民体力テスト（59人）
　※ミニバスケットボール大会（286人）
みえスポーツフェスティバルへの選手派遣
　・13競技、260人派遣
スポーツ競技全国大会等出場者激励事業
　・135件、209人
全国大会出場旅費補助金事業
　・13件、34人

県支出金

再
掲
翌年度への繰越額 0 0

その他 22 17 受益者負担率 0.3% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 所要人員 0.20

人
件
費

総人件費 1,465
事業費 5,786 4,889 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民

③
指
標

施策の方向 01:スポーツに取り組む機会の充実 項 保健体育費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 社会体育費

施
策
体
系

基本施策の大綱 04:生きがいを持てる福祉の展開 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 02:スポーツの推進 款 教育費

単位

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 市民文化部文化振興局
19088-1 一般事業（スポーツ振興事業） 室名 文化スポーツ室


